
● 分別とは　[分けて出す」という作業です。素材ごとにまとめることで、資源としての
　　　　　　価値が高まります。一人ひとりの心がけで純度の高い素材にしましょう。

・空にし、油や汚れはふきとるか水ですすぐ

・アルミカンはできれば軽くつぶす

紙パック
(牛乳、酒、ジュース類の紙パック｡
内側が銀色、茶色でもOK)

新聞（折込ﾁﾗｼも含む）

・雑誌・古本・ボール紙
・クラフト紙

段ボール

容器包装プラスチック（     ﾏｰｸがついているもの）

問合せ先：資源循環課（電話：６１－３３９６）
(鎌倉のごみ減量をすすめる会作成　H27.12.14)

・波型の紙が挟まったもの。・ひもで縛って出す

布類：衣類､下着､靴下､ｾｰﾀｰ､毛布､ｼｰﾂ､ｶｰﾃﾝ､ｽﾄｯｷﾝｸﾞ､
毛糸など(★雨の日は決して出さないようお願いします)

・洗って乾かす　・ボタンやチャックはそのまま
(ぬいぐるみ､羽毛製品､ﾋﾞﾆｰﾙ製品､革製品は燃やすごみ)
・透明、半透明の袋に入れて出す

・容器の中身は空にする
・食べ物などの汚れはふきとるかすすぐ。
・透明、半透明の袋に入れて出す

使用済み植物性食用油（動物性油、鉱物性油は駄目）
・冷まして500mlﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ容器に入れ｢食用油｣と書く
・揚げかすが入らないようにする
・蓋をきちんと閉め、袋に入れずそのまま出す

ミックスペーパー
・新聞、雑誌、ボール紙、段ﾎﾞｰﾙ以外の紙や機密書類
→紙袋に入れてｶﾞﾑﾃｰﾌﾟやﾎｯﾁｷｽで止めて出す

・ひもで縛って出す

・お菓子等の箱、ﾃｨｼｭの箱(取出し口のﾋﾞﾆｰﾙは除く)、
茶色の紙など　・ひもで縛って出す
・紙袋に入れて出す時は袋をひもで縛る

製品プラスチック
(★平成27年1月15日から開始しました)

・ポリプロピレン（PP）、ポリエチレン
（PE）いずれかの単一素材の製品に限る
・透明、半透明の袋使用
・月1回収集

鎌倉市「資源物とごみの分別」出し方（保存版）

品目ごとに分別 分け方・出し方
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飲食用カン

飲食用ビン

・空にし、油や汚れはふきとる

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸのふたや栓→容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸへ
・金属のふたや栓→燃えないごみへ
・ビールビンや一升瓶は販売店へ
・背の高いビンは横倒しにして出す

ペットボトル（　　ﾏｰｸつきの飲料類、酒類、しょう油類
等の空き容器）

・蓋、ラベルを剥がす→容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸへ
・すすいでつぶす
・透明、半透明の袋に入れて出す

植木剪定材（竹、笹、シュロを含む）
・枝は50㎝以内に切り揃え、束ねて出す（他に詳細
ルールあり）
・落葉は透明、半透明の袋に入れて出す

紙類(★雨でも出せます)

・中をすすいで開く
・乾かしてひもや輪ゴムで縛って出す

家庭でよく使われる１８種類 

製品プラスチック 具体的な製品事例 

・直接コンテナへ 

・コンテナから 

  はみ出さない ように 


